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K2CuF.とそのラ ンダム混晶系の秩序状態

- 極低温 でのファ ラデ ー効果 の測定 による-

溝辺光由

K2CuF.は弱 いXY型異方性 を有す る二次元性 の良 いハ イゼ ンベル ク

(H)強磁性 体 であ るが, Tc-6.2K以下で三次元強磁 性体秩序が で きてお

り鵠状 の磁 区構 造を作 る ことが解 ってい る. 一方 同型 の H一反強磁 性体 である

K2MnF.との混晶 は中間頚 鹿領域でス ピングラス的性質 を示す ことが蒐指 さ

れ て きた. 本研究 ではH一強磁性体の一様な秩序 構造に局 所的な 乱 れや フラス

トレー ション, 異方性 の変化等が どの様な影響 を与え るのか を讃べ, スピンク

ラス状態へ の移行 の様子 を探 ることを 目的 として, K2MnF の̀他 に K2Cu

F.と同型の非 磁性体 K2ZnF.及びイ ジンク (i)反強磁 性体K2CoF.と

の混晶 K2Cu l_XMxF.につ い て, ファ ラデー効果 を利用 した極低 温での磁区

観欝 を試みた.

その結果, 一連の浪晶 系において, K2CuF と̀同様C軸に垂直方向にのぴ

た紙状磁区パ ター ンが 観測 された. 磁 区幅は混晶双度 xの増加 と共 に減少 し.

x≧0.1では コン トラス トの減少 も重な って磁区パ ター ンは見えな くなった.

観測結果の一 つ の特 徴 は, 三種類の混晶いずれ の場合に も x≦0.01の領域で磁

区幅 が急激 に減少 しその後はゆ るやか に変化す る ことであ る.磁 区の大 きさは

通常反磁場 効果 を相殺す るよ うに静磁 エネルギー と磁壁 エネ)6ギーの和を極小

にす る集件 で決 め られ る.従 っ て交換 エネルギー と異方性. 試料 の形状等に依

存す る. そ こで試料 は全 てほぼ 同一の寸法 と形 に統一 した. 交換 エネルギーは

この場合に は弱い面 同相互作用 で決 まる. 上記磁 区幅の急 激な減 少 が混晶の種

類 に影響 しな い ことか らその起 鼠は異方性の変 化や, 局所 的なフ ラス トレーシ

ョンの発生等 に よるものではな く何等か の理 由 で面両相互作用が実 行的に変化

したた めと考 え ざるを得ない.

現在 この原 因 を別 の角度か ら検討 し, スピン グラス領域 まで秩 序 状態 の変化

の様子 を追跡 す る自的 で ファ ラデー効果 を利用 した広帯域 の交流 帯 磁率測定装

丑の試作を始め てい る.
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